
「
日
本
社
会
史
特
論
」
研
究
報
告
記
録

期
間
　
二
〇
〇
五
年
四
月
～
七
月
　
第
一
（
夏
）
学
期
・
月
曜
二
時
限

演
目
　
江
戸
時
代
の
大
名
評
判
記
を
読
む
H

研
究
方
法
　
参
加
者
は
、
一
五
名
。
四
班
に
わ
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
研
究
・
討
論

を
行
い
な
が
ら
、
各
班
が
合
計
二
度
の
報
告
を
行
っ
た
。

活
動
・
報
告
日
程

①
四
月
一
一
日

　
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

②
四
月
一
八
日

　
班
分
け
・
報
告
日
決
定

③
四
月
二
五
日

　
班
別
作
業
　
第
一
回
報
告
へ
の
テ
ー
マ
設
定
・
報
告
分
担
な
ど

④
五
月
九
日

　
班
別
作
業
　
第
一
回
報
告
へ
の
テ
ー
マ
設
定
・
報
告
分
担
な
ど

⑤
五
月
一
六
目

　
第
一
班
報
告
L
　
班
テ
ー
マ
「
『
諌
懲
後
正
』
と
『
土
芥
冠
灘
記
』
か
ら
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
る
家
臣
像
と
藩
政
」

　
野
本
禎
司
　
　
「
『
諌
懲
後
正
』
と
『
土
芥
逡
儲
記
』
に
お
け
る
家
臣
と
藩
政
の

　
　
　
　
　
　
　
関
係
に
つ
い
て
の
記
述
一
覧
表
」

　
望
月
良
親
　
　
「
『
諌
懲
後
正
』
と
『
土
芥
冠
簿
記
』
に
お
い
て
の
「
出
頭
人
」

　
　
　
　
　
　
　
の
位
置
」

　
黒
須
あ
ず
み
「
『
土
芥
憲
離
脱
』
に
み
る
君
臣
関
係
像
に
つ
い
て
」

　
小
関
悠
一
郎
「
『
土
芥
憲
儲
記
』
・
『
諌
懲
後
正
』
に
お
け
る
「
仕
置
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
関
心
」

⑥
五
月
二
三
日

　
第
二
班
報
告
－
　
班
テ
ー
マ
「
大
名
評
判
記
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
」

　
小
田
真
裕
　
　
「
百
姓
一
揆
と
『
土
芥
窟
離
記
』
・
『
唖
聾
後
正
』
の
関
係
」

　
湯
川
真
人
　
　
「
『
土
芥
冠
騰
記
』
お
よ
び
『
諌
懲
後
正
』
に
お
け
る
綱
吉
政
権

　
　
　
　
　
　
　
下
の
幕
閣
に
対
す
る
評
価
」

　
田
添
郁
多
　
　
「
元
禄
期
の
改
易
大
名
と
『
土
芥
憲
儲
記
』
」

　
小
川
和
也
　
　
「
『
土
芥
憲
雛
記
』
と
国
史
館
一
組
織
か
、
個
人
か
」

⑦
五
月
三
〇
目

　
第
三
班
報
告
－
　
班
テ
ー
マ
「
『
土
芥
冠
羅
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』
の
徹
底
比

　
　
　
　
　
　
　
　
較
」

　
杉
　
岳
志
　
　
「
石
高
の
違
い
及
び
配
列
順
序
の
違
い
か
ら
『
土
芥
冠
雌
器
』

　
　
　
　
　
　
　
と
『
諌
懲
後
正
』
の
性
格
を
解
き
明
か
す
」

　
矢
森
小
映
子
「
『
土
芥
冠
朧
記
』
『
諌
懲
後
正
』
の
評
価
比
較
一
「
良
」
か
ら

　
　
　
　
　
　
「
悪
」
・
「
悪
」
か
ら
「
悪
」
の
大
名
」

　
新
井
麻
衣
子
「
『
土
芥
竃
儲
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』
の
評
価
比
較
」

　
佐
藤
宏
之
　
　
「
『
土
芥
冠
物
記
』
・
『
下
之
後
正
』
の
内
在
的
理
解
の
た
め
に
」

⑧
六
月
六
日

　
若
尾
政
希

「
「
武
家
評
判
記
」
（
仮
称
）
の
諸
本
の
系
統
に
つ
い
て
」

第
四
班
報
告
－
　
班
テ
ー
マ
「
元
禄
期
大
名
の
学
芸
と
藩
政
　
　
　
『
土
芥
冠

　
　
　
　
　
　
離
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』
を
手
が
か
り
に
」

綱
川
歩
美
　
　
「
同
右
」

鈴
木
　
愛
　
　
「
『
土
芥
底
筆
記
』
『
諌
懲
後
払
』
に
お
け
る
大
名
家
の
学
問

　
　
　
　
　
i
「
悪
」
評
価
の
大
名
を
中
心
と
し
て
」

加
藤
純
子
　
　
「
綱
吉
政
権
下
の
改
易
大
名
に
つ
い
て
」

⑨
六
月
＝
二
日

　
班
別
活
動
　
第
二
回
報
告
へ
の
テ
ー
マ
設
定
・
報
告
分
担
な
ど
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⑩
六
月
二
〇
日

　
第
一
班
報
告
H
班
テ
ー
マ
「
『
諌
懲
後
陣
』
と
『
土
芥
冠
離
記
』
か
ら
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
る
家
臣
像
と
藩
政
」

　
野
本
禎
司
　
　
「
『
土
芥
冠
雛
記
』
に
お
け
る
「
渡
り
侍
」
「
浪
人
」
」

　
望
月
良
親
　
　
「
『
諫
懲
後
正
』
と
『
土
芥
窪
離
記
』
に
お
い
て
の
「
出
頭
人
」

　
　
　
　
　
　
　
の
位
置
」

　
黒
須
あ
ず
み
「
政
道
、
仕
置
を
任
せ
る
に
た
る
家
臣
、
そ
う
で
は
な
い
家
臣

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」

　
小
関
悠
一
郎
「
『
諌
懲
後
正
』
に
お
け
る
『
土
芥
冠
離
記
』
の
引
用
に
つ
い
て
」

⑪
六
月
二
七
日

　
第
二
班
報
告
H
　
班
テ
ー
マ
「
大
名
評
判
記
の
空
間
的
把
握
一
江
戸
城
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
席
と
評
価
の
相
関
関
係
」

　
小
田
真
裕
「
同
右
」

　
湯
川
真
人
「
同
右
」

　
田
添
郁
多
「
同
右
」

　
小
川
和
也
「
同
右
」
お
よ
び
「
『
土
芥
旧
離
記
』
の
大
名
評
価
と
役
職
の
相
関

　
　
　
　
　
　
関
係
」

⑫
七
月
四
日

第
三
班
報
告
H
　
班
テ
ー
マ
「
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
憲
離
記
』
・
『
諌
懲
後

　
　
　
　
　
　
　
正
』
の
徹
底
比
較
」

　
杉
　
岳
志
　
　
「
『
武
家
勧
懲
記
』
『
土
芥
憲
離
記
』
『
諌
懲
後
正
』
の
配
列
論

　
　
　
　
　
　
　
理
を
探
る

　
矢
森
小
映
子
「
『
土
芥
冠
離
記
』
『
諫
懲
後
正
』
の
評
価
比
較
〔
良
か
ら
悪
〕

　
　
　
　
　
　
・
〔
悪
か
ら
悪
〕
の
大
名
一
『
武
家
勧
懲
記
』
を
比
較
に
加
え
る
」

　
新
井
麻
衣
子
「
『
土
芥
憲
雌
記
』
と
『
諌
懲
後
正
』
の
評
価
比
較
」

　
佐
藤
宏
之
　
　
「
『
武
家
勧
懲
記
』
・
『
土
芥
逡
雌
記
』
・
『
諫
懲
後
正
』
の
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
だ
」

⑬
七
月
一
一
日

第
四
班
報
告
n

　
綱
川
歩
美

　
鈴
木
　
愛

　
加
藤
純
子

（
最
終
回
）

班
テ
ー
マ
「
『
単
蹄
後
正
記
』
の
語
句
を
確
定
す
る
」

「
同
右
」

「
『
諌
懲
後
正
記
』
と
そ
の
前
後
の
武
家
家
訓
の
比
較
に
見
る
大

名
理
想
像
」

「
『
諌
懲
記
後
正
』
に
お
け
る
大
名
評
価
基
準
と
元
禄
期
の
「
大

名
家
訓
」
を
比
較
す
る
」
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